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Q7-1. X+4
2X2−5X−3

のように、2 つの多項式の商 p
q (但し、q ̸= 0)の形に書かれる式を有理式と呼

ぶ。2 つの有理式 p1
q1
, p2

q2
が等しいとは、多項式として p1q2 = p2q1 が成り立つときをいう。整

数から有理数を構成したのと同じように、K[X]× (K[X]− {0}) 上に同値関係 ∼ を導入し、有
理式をその同値類として正当化することができ、有理式同士の和と積を定めることができる。

Q-係数の有理式として
X2 +X − 1

(X2 +X + 1)(X − 2)
=

aX + b

X2 +X + 1
+

c

X − 2

が成り立つように有理数 a, b, c を定めよ。

Q7-2. 任意の K-係数多項式

f =

l∑
i=0

aiX
i, g =

m∑
i=0

biX
i, h =

n∑
i=0

ciX
i (ai, bi, ci ∈ K)

に対して
(f g) h = f (g h)

が成り立つことを示せ。
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Q7-3. K-係数多項式

f =

l∑
i=0

aiX
i, g =

m∑
j=0

bjX
j , h =

n∑
k=0

ckX
k (ai, bj , ck ∈ K)

について、i > l, j > m, k > n を満たす整数 i, j, k に対して ai = bj = ck = 0 と約束する。

(1) fg =
l+m∑
p=0

upX
p, (fg)h =

l+m+n∑
q=0

vqX
q とおく。各 p (0 ≤ p ≤ l + m) および各 q (0 ≤

q ≤ l +m+ n) に対して up, vq を Σ, ai, bj , ck を用いて表わせ。

(2) gh =
m+n∑
r=0

wrX
r, f(gh) =

l+m+n∑
q=0

zqX
q とおく。各 r (0 ≤ r ≤ m + n) および各 q (0 ≤

q ≤ l +m+ n) に対して wr, zq を Σ, ai, bj , ck を用いて表わせ。

(3) (fg)h = f(gh) が成り立つことを示せ。

Q7-4. K-係数多項式 f =
n∑

j=0
(1 +X)j に対し、Xi (i = 0, 1, . . . , n) の係数を求めよ (係数は二

項係数の和の形のままで構わない)。次に、f における X2 の係数を n の式で表わせ (つまり、
先に求めた二項係数の和を計算せよ)。

[Xi の係数]

[X2 の係数]


